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(54) Title: AUTOMATIC ANALYSIS DEVICE

(54) 発明の名称 ：自動分析装置

(57) Abstract: Disclosed i s an automatic analysis device whereby informa
tion confirmation of reagents and preparatory tasks can be performed effi

' ciently by facilitating selection of an arbitrary reagent installation position, by
expanded display of the reagent installation position and movement means in
the forwards/rearwards direction thereof, with good visual recognisability. A
display control section ( 12A ) displays in tabular fashion the position oi in
stallation of reagents on a reagent disk (301). A n expanded display control
section (312A1) displays the position of installation of a selected reagent se
lected from a reagent installation position table display that i s displayed by a
display control section in expanded fashion in a manner distinguished ：from
other installation positions . A movement control section ( 12A2) selects a re
agent installation position adjacent to an expanded display mode.

(57) 要約： 視認性よく、試薬設置位置とその前後への移動手
段を拡張表示することで、任意の試薬設置位置を選択 しやす
く効率よく試薬の情報確認と準備作業を行 うことができる自
動分析装置を提供することにある。表示制御部 3 1 2 A は、
試薬ディスク 3 0 における試薬設置位置を一覧表示する。
拡張表示制御部 3 1 2 A 1 は、表示制御部によリ表示された
試薬設置位置一覧表示か ら、選択された試薬設置位置を他の
設置位置とは区別 して拡張 して表示する。移動制御部 3 2
A 2 は、拡張表示形態と隣 り合う試薬設置位置を選択する。
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明 細 書

発 明の名称 ：自動分析装 置

技術分野

[0001 ] 本発 明 は、血液 ，尿 な どの検 体 を分析 す る 自動分析装 置 に係 り、特 に、 試

薬 に関す る情報 を表 示 す るに好適 な 自動分析装 置 に関す る。

背景技術

[0002] 血液、 尿 な どの検 体 を分析 す る 自動分析装 置 は、様 々な作業簡 便化 が メー

力な どによ り試 み られ て い るが、 キ ャ リブ レー シ ョン、 メ ンテ ナ ンス、 試薬

交換 な ど患者検 体 の測 定 の前後 に行 うユーザ ー による作業 が多 い。特 に試薬

交換 は、 ユーザ ーが毎 日必 ず必要 な作業 であ り、 当 日の測 定 に必要 な試薬 を

あ らか じめ装 置 に設置 しな けれ ば、 患者検 体 の測 定 中 に試薬不 足 によ り結 果

が 出力 され な い可能性 があ り、 患者 へ の結 果報 告 の遅延 につなが る。 また、

自動分析装 置 で使 用 す る試薬 には、使 用期 限が定め られ て お り、期 限 を超 過

した試薬 を使 用 す る と、 正確 な測 定結 果 が 出力 され な い可能性 があ る。 その

ため装 置 に設置 され て い る試薬 が使 用期 限 内か どうかの確 認 もユーザ 一 によ

り行 われ る。

[0003] 従 来 の一般 的な 自動分析装 置 の試薬管理 画面 で は、 試薬 デ ィス ク内のポ ジ

シ ヨンごとに、 分析項 目名 ，残量 ，製 造 ロ ッ ト，製 造通 し番号 ，有効期 限な

どが表 示 され て お り、 交換 が必要 な試薬 につ いて は リス トの上部 に表 示 す る

な ど して、 ユーザ 一の注意 を喚起 す る工 夫 が され て い る。

[0004] また、 自動分析装 置 の表 示画面 とは別 に、 ュ一ザ 一が実 際 に試薬 交換 す る

際 に試薬 デ ィス ク内 に交換 の必要 な設置位 置 ごとに表 示部 分 を設 けて、 設置

すべ き位 置 をわ か りや す くユーザ ー に知 らせ るものが知 られ て い る （例 えば

、特 許 文献 1参 照 ）。 さ らに、 問題 のあ る試薬 を容 易 に特 定 で きるよ う、 キ

ヤ リブ レ一 シ ヨン、精度管理、 試薬 の状 況 に関す る状 況 を一括 で表 示 す るも

のが知 られ て い る （例 えば、特 許 文献 2 参 照 ）。

先行技術 文献



特許文献
[0005] 特許文献 1 ：特許第 3 3 4 6 2 9 号公報

特許文献2 ：特許第 4 6 5 9 7 6 7 号公報

発明の概要

発明が解決しょうとする課題
[0006] 近年、自動分析装置で測定できる項目の増加の多機能化に伴い、自動分析

装置に搭載できる試薬設置数も増えてきており、画面上に表示される試薬情

報が増加 している。さらに処理能力の増加に伴い、試薬交換や追加の作業頻

度が増加 している。その一方、作業の対象となる画面の多岐化により画面遷

移の時間や手間 （クリック動作）がかかるため、操作性の向上が望まれてい

る。

[0007] しかしながら、特許文献 1記載のものは、試薬交換時の人為的ミスを軽減

することが期待できるが、自動分析装置の表示画面とは別に試薬画面表示を

設けることは、ハー ドとソフ卜の両方の変更が多大になることが懸念される

[0008] また、特許文献 2 記載のものは、容易に問題のある試薬を特定できるが、

その問題を解決するためには試薬管理画面に画面遷移する必要があり、複数

の試薬に問題がある場合など、何度も画面遷移 しなければならず手間がかか

る。

[0009] 本発明の目的は、視認性よく、試薬設置位置とその前後への移動手段を拡

張表示することで、任意の試薬設置位置を選択 しゃすく効率よく試薬の情報

確認と準備作業を行うことができる自動分析装置を提供することにある。

課題を解決するための手段
[001 0] ( 1 ) 上記目的を達成するために、本発明は、測定に必要な複数の試薬容

器を搭載する試薬容器戴置機構と、前記試薬容器戴置機構における試薬設置

位置を一覧表示する表示制御部とを有 し、サンプルを自動で分析 して検査項

目の濃度を求める自動分析装置において、前記表示制御部は、前記表示制御



部 によ り表示 された試薬設置位置一覧表示か ら、選択 された試薬設置位置 を

他 の設置位置 とは区別 して拡張 して表示する拡張表示制御部 と、前記拡張表

示形態 と隣 り合 う試薬設置位置 を選択する移動制御部 とを備 えるように した

もの

である。

かかる構成 によ り、視認性 よ く、試薬設置位置 とその前後への移動手段 を

拡張表示することで、任意の試薬設置位置 を選択 しゃす く効率 よ く試薬の情

報確認 と準備作業 を行 うことがで きるもの となる。

[001 1] ( 2 ) 上記 （1 ) において、好 ま しくは、前記移動制御部 は、前記拡張表

示制御部 によって前記試薬設置位置一覧表示 に拡張表示 された箇所の両側 に

スクロールボタンを表示するとともに、該 スクロールボタンを、前記試薬設

置位置一覧表示 において表示 され る試薬設置位置の表示 よ り拡張 して表示す

るように したものである。

[001 2] ( 3 ) 上記 （1 ) において、好 ま しくは、前記表示制御部 は、前記試薬設

置位置一覧表示 と、前記試薬容器戴置機構 に搭載 されている試薬の使用状況

を一覧表示する試薬状況表示 とを同一の操作画面上 に表示するように したも

のである。

[001 3] ( 4 ) 上記 （3 ) において、好 ま しくは、前記試薬設置位置一覧表示 にお

いて、前記選択手段 によ り選択 された試薬設置位置 に対応する試薬の使用状

況 を、前記試薬状況表示連動 して表示する連動表示制御部 を備 えるように し

たものである。

[0014] ( 5 ) 上記 （3 ) において、好 ま しくは、前記選択手段 によ り選択 された

使用状況の試薬 に対応する試薬の設置位置 を前記試薬設置位置一覧表示 にお

いて連動 して表示する連動表示制御部 を備 えるように したものである。

[001 5] ( 6 ) また、上記 目的を達成 するため に、本発明は、測定 に必要な複数 の

試薬容器 を搭載 する試薬容器戴置機構 と、前記試薬容器戴置機構 における試

薬設置位置 を一覧表示する表示制御部 とを有 し、サ ンプル を自動で分析 して

検査項 目の濃度 を求め る自動分析装置 において、前記表示制御部 は、前記表



制御部 によ り表示 された試薬設置位置一覧表示 か ら、前記選択手段 によ り選

択 された少な くとも 1 つ以上 の試薬設置位置 を他 の設置位置 とは区別 して拡

張 して表示 す る拡張表示制御部 を備 え、該拡張表示制御部 は、選択 された試

薬設置位置 と関連 す る他 の試薬設置位置 も同様 に拡張 して表示 す るよ うに し

た ものであ る。

かか る構成 によ り、視認性 よ く、試薬設置位置 とその前後へ の移動手段 を

拡張表示 す る ことで、任意 の試薬設置位置 を選択 しゃす く効率 よ く試薬 の情

報確認 と準備作業 を行 うことがで きるもの とな る。

発明の効果

[001 6] 本 発 明 によれ ば、視認性 よ く、試薬設置位置 とその前後へ の移動手段 を拡

張表示 す る ことで、任意 の試薬設置位置 を選択 しゃす く効率 よ く試薬 の情報

確認 と準備作業 を行 うことがで きるもの とな る。

図面の簡単な説明

[001 7 ] [ 図 1] 本発 明の一実施形態 による自動分析装置 の全体構成 を示 す平面 図であ る

[ 図2] 本発 明の一実施形態 による自動分析装置 の制御 系の詳細構成 を示 す プロ

ック図であ る。

[ 図 3 ] 本発 明の一実施形態 による自動分析装置 に用 いる操作画面 の説 明図であ

る。

[ 図4 ] 本発 明の一実施形態 による自動分析装置 の表示制御 内容 を示 す フローチ

ャ一 卜であ る。

[ 図 5 ] 本発 明の一実施形態 による自動分析装置 の他 の表示制御 内容 を示 す フロ

一チ ヤ一 卜であ る。

発明を実施するための形態

[001 8 ] 以 下、 図 1 〜図 5 を用 いて、本発 明の一実施形態 による自動分析装置 の構

成 及び動作 について説 明す る。

最初 に、 図 1 を用 いて、本発 明の一実施形態 による自動分析装置 の全体構

成 について説 明す る。



図 1 は、本発明の一実施形態による自動分析装置の全体構成 を示す平面図

である。

[001 9] 本実施形態の自動分析装置は、図 1 に示すように、試薬容器収納部である

試薬デ ィスク 3 0 と試薬分注 ピぺ ッタ 3 0 2 を備 えた試薬系 と、試料分注

ピぺ ッタ 3 0 3 を備 えたサ ンプル系 と、反応容器 3 0 4 を含んだ反応デ ィス

ク 3 0 5 を備 えた反応系 と、多波長光度計 3 0 6 とアナログ/ デジタル コン

バ一タ 3 0 7 を備 えた測定系 と、制御部 3 と表示部 3 4 と操作部 3

6 とか らなる制御系 とか ら構成 される。

[0020] 試料容器 1 0 8 の設置されたラック 1 0 7 は、搬送部 1 0 2 を試料吸引位

置 3 0 8 へ と搬送される。試料分注 ピぺ ッタ 3 0 3 は、試料容器 1 0 8 内の

試料を吸引 し、反応容器 3 0 4 の中に所定量分注する。

[0021 ] 試料液が吐出分注された反応容器 3 0 4 は、恒温槽 3 0 9 に連絡 された反

応デ ィスク 3 0 5 の中を第一試薬添加位置 まで移動される。 この時、試薬デ

イスク 3 0 1 も回転動作によって現在の分析項 目に該当する試薬容器 3 0

を昇降アームに保持された試薬分注 ピぺ ッタ 3 0 2 の下に位置するように移

動する。そ して、第一試薬添加位置 まで移動された反応容器 3 0 4 には、試

薬分注 ピぺ ッタ 3 0 2 に吸引された所定の第一試薬が加え られる。第一試薬

の添加後の反応容器 3 0 4 は攪拌装置 3 1 1 の位置 まで移動され、最初の攪

拌が行われる。

[0022] 内容物が攪拌された反応容器 3 0 4 に、光源か ら発生された光束が通過 し

、多波長光度計 3 0 6 に入射する。そ して、反応容器 3 0 4 の内容物である

反応液の吸光度が多波長光度計 3 0 6 によ り検知される。検知された吸光度

信号は、 アナログ/ デジタル （A / D ) コンバータ 3 0 7 及びインタ一フエ

イスを介 して制御部 3 2 に供給 され、試料液中の測定対象の分析項 目濃度

に変換 される。

[0023] 測定が終 了 した反応容器 3 0 4 は、洗浄機構の位置 まで移動され、反応容

器洗浄機構 による洗浄位置にて内部の液が排出された後 に、水で洗浄され、

次の分析 に供 される。



[0024] 制御部 3 2 は、搬送部 1 0 2 ，試料分注 ピぺ ッタ 3 0 3 ，反応デ ィスク

3 0 5 , 試薬デ ィスク 3 0 1，試薬分注 ピぺ ッタ 3 0 2 などの各機構部の動

作も制御する。

[0025] 操作部 3 6 は、マウスやキーボー ドである。表示部 3 4 は、 グラフィ

ツクユ一ザインタ一フェース （G U I ) であ り、マウス等の指示により所定

の操作を行 うことができる操作画面が表示される。

[0026] 操作者は、表示部 3 4 の表示内容を見なが ら、操作部 3 6 を操作する

ことで試薬の状態などをチェックすることができる。操作部 3 6 の操作結

果は、制御部 3 2 によって制御 され、表示部 3 4 の表示内容に反映され

る。なお、表示部 3 4 と してタツチパネルを用いる場合には、操作者が表

示部 3 1 4 の表示画面にタツチすることで、操作できるため、その場合には

、操作部 3 6 は不要である。

[0027] 次 に、図 2 を用いて、本発明の一実施形態による自動分析装置の制御系の

詳細構成 について説明する。

図 2 は、本発明の一実施形態による自動分析装置の制御系の詳細構成 を示

すプロック図である。

[0028] 制御系は、制御部 3 2 と表示部 3 4 と操作部 3 6 とか らなる。制御

部 3 2 は、表示制御部 3 2 A を備えている。表示制御部 3 2 A は、拡

張表示制御部 3 1 2 A 1 と、移動制御部 3 2 A 2 と、試薬状況表示制御部

3 1 2 A 3 と、連動表示制御部 3 2 A 4 とを備えている。

[0029] これ らの表示制御部 3 1 2 A の各部の動作は、図 3 以降を用いて後述する

[0030] 次 に、図 3 を用いて、本発明の一実施形態による自動分析装置に用いる操

作画面の一例 について説明する。

図 3 は、本発明の一実施形態による自動分析装置に用いる操作画面の説明

図である。

[0031 ] 表示画面は、図 2 の表示部 3 1 4 に表示されるシ ステ ム状況試薬管理画面

を示 している。図 2 に示 した表示制御部 3 1 2 A は、図 3 に示すシステム状



況試薬管理画面を表示するように表示部 3 3 を制御する。

[0032] システム状況試薬管理画面は、操作ガイダンス試薬ポジション一覧表示部

5 0 2 と、分析項目一覧表示部 5 0 3 と、試薬詳細表示部 5 0 5 と、メッセ

—ジリス 卜システム試薬表示部 5 0 4 との、主に4 つの部分から構成される

。一般的に、自動分析装置の試薬管理画面は、試薬の登録依頼や、ユーザー

が設置 した試薬が正 しく装置が認識 し登録されているか、試薬の残量、有効

期限ゃロッ卜の情報を確認する場合や、未登録の設置位置に直接マニュアル

登録する場合、などに操作する画面である。そのため、試薬交換前後など、

毎日ユーザーが確認する必要がある画面である。

[0033] 試薬ポジション一覧表示部 5 0 には、試薬ディスク上の全ポジシヨンを

表示 しており、各試薬ポジションを示 した試薬ポジションボタン5 1 1 と、

選択された拡張表示形態ポジションボタン5 1 3 と、スクロールボタン5

2 a , 5 1 2 b と、試薬ポジション番号 5 4 とを含む。各試薬の試薬ポジ

ションボタン5 1 1 は、試薬ディスク上の全ポジション数だけ表示される。

図 2 の例では、横一列であるが、実際の画面の限られた表示範囲で見にくく

ならない範囲で、試薬ディスクの構成にあわせてディスク形状とする等、実

際の構成模式図のように表示させてもよい。試薬ポジションボタン5 は

、試薬状況表示色説明ェリア 5 1 5 に従い現在の試薬残量などの情報によつ

て表示色を変化させる。なお、図 3 では、ハッチングの種類を変えて、ボタ

ンの色の違いを図示 しているが、実際の自動分析装置のモニタ一画面では色

を変えるようにしている。この試薬ポジション一覧表示部 5 0 2 は、従来の

表示画面には表示されてないものであり、試薬ポジション一覧表示部 5 0

を表示することで、試薬全体が容易に把握できる。

[0034] 例えば、試薬残量が無い試薬ポジションは赤色の表示とさせる場合、試薬

ディスク上の設置ポジション一覧表示部 5 0 2 のうち、試薬残量が無い試薬

のみ赤色と表示させるため、ユーザ一は一目で現在試薬残量が無い試薬ポジ

ションとその数を確認することができる。

[0035] ユーザーが任意の試薬ディスクの試薬ポジションボタン5 1 1 を選択する



と、拡張表示制御部 3 1 2 A 1 は、当該ポジションを拡張表示 して、拡張表

示形態ポジションボタン5 3 として表示する。拡張表示とは、当該ポジシ

ョンを拡大 して表示することを示す。選択されたポジションおよびその前後

複数の試薬ポジションを拡張表示 してもよい。その場合は、選択された試薬

ポジションを中心に前後に同数ずつの試薬ポジシヨンを、拡張表示形態ポジ

ションボタン5 1 3 と比較 して少 し小さいが各試薬ポジションボタン5 1 1

よりは大きい程度に拡張表示させることで、現在選択されているポジシヨン

を判別されやすい。その上、前後の試薬ポジションも拡張表示されるため、

直接前後の試薬ポジシヨンをタツチすることでも選択できるため選択性が高

くなる。

[0036] さらに、選択された試薬ポジションと関連する他の試薬ポジションを同時

に複数の試薬ポジションボタン5 を拡張表示する。例えば、同 じ種類の

試薬が複数の試薬容器に収納されている場合がある。例えば、 2 6 番目の試

薬と、 3 8 番目の試薬が同 じ種類の試薬とする。この場合、設置ポジション

一覧表示部 5 0 2 にて、 2 6 番目の試薬を選択すると、 2 6 番目の試薬が拡

大表示されるとともに、 3 8 番目の試薬についても拡張表示するというよう

に、選択された試薬ポジションと同一分析項目の試薬が設置されている試薬

ポジションボタン5 1 1 を同時に拡張表示する。また、一つの分析項目に対

して、 2 種類の試薬 （第 1試薬と、第 2 試薬）を用いる場合もある。この場

合、例えば、 2 6 番目の試薬が第 1試薬で、 3 9 番目の試薬が第 2 試薬とす

ると、両者は関連するので、設置ポジション一覧表示部 5 0 2 にて、 2 6 番

目の試薬を選択すると、 2 6 番目の試薬が拡大表示されるとともに、 3 9 番

目の試薬についても拡張表示するというように、選択された試薬ポジション

と関連する試薬が設置されている試薬ポジションボタン5 を同時に拡張

表示する。

[0037] それぞれの試薬ポジシヨンボタン5 1 は、タッチパネル上であれば直接

タツチすること、およびマウスなどによりクリックすること、により選択が

可能である。さらに、スクロールボタン5 1 2 a またはスクロールボタン5



2 b を押下 られると、移動制御部 3 2 A 2 は、隣 り合 う試薬ポジシ ョン

前後 に移動する。つまり、例 えば図 3 の例では現在試薬ポジシ ヨン 2 6 が拡

張表示形態 とな っているが、 スクロールボタン 5 1 2 a を押下すると、試薬

ポジシ ヨン 2 6 は他の試薬ポジシ ョンボタン 5 1 1 と同 じ通常の大 きさの表

示 になると同時に、試薬ポジシ ョン 2 5 が新たに拡張表示形態 となる。逆 に

、試薬ポジシ ョン 2 6 が拡張表示形態 とな っている状態で、 スクロールボタ

ン 5 1 2 b を押 す と、試薬ポジシ ヨン 2 6 は試薬ポジシ ョンボタン 5 1 1 と

同 じ通常の大 きさの表示 になると同時に、試薬ポジシ ョン 2 7 が新たに拡張

表示形態 となる。 スクロールボタン 5 2 a またはスクロールボタン 5

b による前後移動は、複数ポジシ ョン単位で移動 してその複数ポジシ ヨンを

拡張表示 してもよい。例 えば、3ポジシ ヨンがまとめて容器 に入れ られている

場合は3ポジシ ョン単位で移動 し拡張表示するとユーザは容易に設置位置 を把

握することがで きる。

この とき、 スクロールボタン 5 1 2 a とスクロールボタン 5 1 2 b は拡張

表示形態ポジシ ョンボタン 5 3 と同等の大 きさに表示 させることで、選択

性 を向上することが可能である。特 に、 タツチパネルの場合、 スクロールボ

タン 5 1 2 を拡張表示ポジシ ョンボタン 5 3 と同程度の大 きさに表示する

ことで、ユーザ一の指のタツチによる任意の試薬ポジシ ョンボタン 5 1 1 を

選択が しゃす くなる。例 えば、試薬デ イスク上のポジシ ョン数が多いほど、

限 られた画面範囲の中で全数表示 しょうとすると各試薬ポジシ ョンボタンが

縮小され、 1 度 の指のタツチによ り任意のポジシ ョンを正確 に選択すること

が難 しくなることが懸念 される。 しか し、 スクロールボタン 5 1 2 や複数の

試薬ポジシ ョンボタン 5 1 1 を大 きく表示することよ り、仮 に一度のタツチ

で任意のポジシ ョンを選択で きなか った場合 にもスクロールボタン 5 2 ま

たは拡張表示形態ポジシ ョンボタン 5 1 3 によ り任意の試薬ポジシ ョンへの

移動 を可能 と し、操作性 を向上 させることがで きる。試薬ポジシ ョンボタン

5 1 1 を全数分 について拡大表示すると、限 られた表示範囲の画面では収 ま

らず関連する試薬情報が表示で きないことが懸念 されるが、 このように限定



された範囲を拡張表示することで、全体の試薬ポジシ ョン表示を維持 したま

ま、必要な情報 を視認性 よ く提供することが可能である。

[0039] 分析項 目一覧表示部 5 0 3 は、試薬デ ィスクに設置 または登録 されている

試薬で測定する分析項 目とそれに対応する有効テス 卜数 を表示する。分析項

目一覧表示部 5 0 3 にて表示されている分析項 目は、項 目名 または有効テス

卜数 により表示順序 をソ一 卜することが可能である。例えば、有効テス ト数

を画面上で選択 し、表示順序 をソ一 卜した場合には、有効テス ト数の少ない

ものか ら順 に並び替え られるため、現在装置上に設置されている試薬で有効

テス ト数の少ない分析項 目を確認することができる。

[0040] さ らに、連動表示制御部 3 2 A 4 は、分析項 目一覧表示部 5 0 3 と、試

薬ポジシ ョン一覧表示部 5 0 2 および試薬詳細表示部 5 0 5 と互いに連動さ

せることが可能である。 このように、複数の画面を連動させるというのも従

来ないものである。連動表示を行 うことで、一つの表示部での選択を、他の

表示部 にも反映 して、関連箇所の状況を容易に把握できる。

[0041 ] 例 えば図 3 の例では、試薬ポジシ ョン一覧表示部 5 0 2 において、選択さ

れた試薬ポジシ ョンは試薬デ ィスク上のポジシ ョン番号 2 6 である。ポジシ

ヨン 2 6 を選択 した瞬間に、当該ポジシ ョンは拡張表示される。 さらに、当

該ポジシ ョンに設置されている試薬の分析項 目は、分析項 目一覧表示部 5 0

3 において A M Y という項 目が他の分析項 目と色などにより区別 して表示さ

れることにより、 A M Y であることが判別できる。 A M Y の分析項 目は、有

効テス 卜数 を確認することにより、装置上にある試薬を用いて 7 0 6 テス ト

分を測定可能であることを示す。試薬ポジシ ョン一覧表示部 5 0 2 には試薬

ポジシ ョン番号を表示するが、使用期限を超過 した場合は使用期限を超過 し

ていないポジシ ョンと色などにより区別 して表示される。 これによりユーザ

は試薬デ ィスク上の全ポジシ ョンの中で使用期限が超過 しているポジシ ョン

を容易に把握できる。

[0042] さ らに、試薬状況表示制御部 3 2 A 3 は、試薬詳細表示部 5 0 5 におい

て、当該ポジシ ョンを含む、該当する分析項 目全ての試薬ボ トルの使用状況



や、当該ボ トルの残テス ト数、有効日数などの詳細な情報を表示する。この

とき、試薬ポジション一覧表示部 5 0 において拡張表示されているポジシ

ヨンに設置 している試薬ボ 卜ルが、他の試薬ボ 卜ルと色などにより区別 して

表示される。

[0043] また、逆も同様に、分析項目一覧表示部 5 0 3 にて分析項目を選択 した場

合には、連動表示制御部 3 1 2 A 4 は、試薬ポジション一覧表示部 5 0 2 お

よび試薬詳細表示部 5 0 5 にて該当する試薬を自動で連動 して、選択および

区別 して表示する。

[0044] 例えば、前述の説明では、試薬ポジション一覧表示部 5 0 2 で 2 6 番目の

試薬を選択すると、分析項目一覧表示部 5 0 3 及び試薬詳細表示部 5 0 5 の

6 番目の試薬に関する部分が強調表示されているが、分析項目一覧表示部

5 0 3 で分析項目として、 「A M 丫」を選択すると、試薬ポジション一覧表

示部 5 0 2 で 2 6 番目の試薬が拡張表示され、また、試薬詳細表示部 5 0 5

の 2 6 番目の試薬に関する部分が強調表示される。

[0045] 同様にして、試薬詳細表示部 5 0 5 にて試薬を選択 した場合には、連動表

示制御部 3 2 A 4 は、試薬ポジション一覧表示部 5 0 2 および分析項目一

覧表示部 5 0 3 にて該当する試薬を自動で連動 して、選択および区別 して表

示する。

[0046] 例えば、前述の説明では、試薬詳細表示部 5 0 5 の 2 6 番目の試薬に関す

る部分を選択すると、試薬ポジション一覧表示部 5 0 2 で 2 6 番目の試薬が

拡張表示され、分析項目一覧表示部 5 0 3 で分析項目として、 「A M 丫」が

強調表示される。

[0047] システム試薬表示部 5 0 4 は、試薬ディスク以外の所定の位置に設置する

、洗剤などを含むシステム試薬の使用状況を表示する。システム試薬表示部

5 0 4 は、 （一般的に）試薬ディスクの外であり固定の試薬タイプについて

表示するため、試薬詳細表示部 5 0 5 や分析項目一覧表示部 5 0 3 、試薬ポ

ジシヨン一覧表示部 5 0 2 とは連動されなくてもよい。ただ し、分析項目の

うち、キャリーオーバ一回避洗剤など、測定前後の分析項目の組み合わせな



どにより洗剤による洗浄を挟 まなければ正確に測定できない分析項 目もある

ため、装置上で分析項 目の組み合わせごとに洗剤による洗浄を指定できるの

が一般的である。その分析項 目を測定するには必要 となる洗剤がある場合は

、当該分析項 目を試薬詳細表示部 5 0 5 、分析項 目一覧表示部 5 0 3 、試薬

ポジシ ョン一覧表示部 5 0 2 において選択 した場合に、システム試薬表示部

5 0 4 において、関連するシステ ム試薬について、他のシステ ム試薬 とは区

別 して連動 して表示する。

[0048] 次 に、図 4 を用いて、本発明の一実施形態による自動分析装置の表示制御

内容について説明する。

図 4 は、本発明の一実施形態による自動分析装置の表示制御内容を示すフ

口一チヤ一 卜である。

[0049] 図 4 では、試薬管理画面にてユーザーの試薬設置位置の選択により当該試

薬設置位置を拡張表示および対応するセル表示を更新する論理を示 している

[0050] まず、ユーザーが試薬管理画面にて任意の試薬設置位置を選択する （ステ

ップS ) 。

選択 しなければ終 了する。

[0051 ] 装置が選択を認識 した時点で、選択前に拡張表示 していた試薬設置位置を

通常サイズに表示 し、当該試薬設置位置を、拡張表示形態に表示を変更する

(ステ ップS 2 ) 。

[0052] 次 に、ステ ップS 3 では、分析項 目一覧表示部 5 0 3 にて、当該試薬設置

位置に該当する分析項 目のセルをフ ォー カス状態に表示を更新する。さらに

、試薬詳細表示部にて、当該分析項 目に対応する試薬情報を表示する。同時

に、ステ ップS 2 にて選択されている試薬設置位置に対応する試薬情報のセ

ルをフ ォー カス状態に表示を更新する。

[0053] このとき、試薬設置位置に該当する分析項 目が登録されていない不明項 目

であった場合、分析項 目一覧表示部 5 0 2 では不明項 目のセルをフ ォー カス

状態表示に更新 し、試薬詳細表示部 5 0 5 では当該試薬設置位置のセルをフ



才一カス状態表示を更新する。

[0054] 次に、図 5 を用いて、本発明の一実施形態による自動分析装置の他の表示

制御内容について説明する。

図 5 は、本発明の一実施形態による自動分析装置の他の表示制御内容を示

すフ口一チヤ一 卜である。

[0055] 図 5 では、試薬管理画面にてユーザ一のスクロールボタンの選択により隣

り合う試薬設置位置を拡張表示および対応するセル表示を更新する論理を示

している。

[0056] まず、ユーザーが試薬画面にてどちらか一方のスクロールボタンを選択す

る （ステップS 4 ) 。選択がなければ終了する。

[0057] 装置が選択を認識 した時点で、選択前に拡張表示 していた試薬設置位置を

通常サイズに表示 し、選択されたスクロールボタン側に隣りあう試薬設置位

置を拡張表示に更新する （ステップS 5 ) 。

[0058] 次に、ステップS 6 では、分析項目一覧表示部にて、当該試薬設置位置に

該当する分析項目のセルをフォーカス状態に表示を更新する。さらに、試薬

詳細表示部にて、当該分析項目に対応する試薬情報を表示する。同時に、ス

テツプS 5 にて選択されている試薬設置位置に対応する試薬情報のセルをフ

才一カス状態に表示を更新する。

[0059] 以上説明したように、本実施形態では、スムーズな作業を可能とするため

、試薬管理画面において試薬ディスク内の試薬設置位置を一覧表示 し、選択

された試薬設置位置を拡張表示 し、さらに同程度の大きさで表示されたスク

ロールボタン （移動手段）により容易に前後の試薬設置位置への移動を可能

とする。試薬設置数が今後さらに増加 しても、画面を細分化することなく、

視認性を維持 し同一画面上にて全体の試薬情報を確認することができると同

時に、効率よく任意の試薬設置位置の選択が可能である。

[0060] また、選択された試薬に関する詳細情報は、連動 して同一画面上に区別 し

て表示する。

[0061 ] 上記により、視認性を低下させることなく、操作性を向上することを可能



とする。また、検査室において最も忙 しい朝の時間においても画面遷移にか

かる時間や手間 （クリック動作）などを省略することができるため、ユーザ

—による作業負担の軽減となる。

[0062] また、従来装置の試薬管理画面の一部に試薬設置位置を一覧表示させ、選

択された設置位置とその前後のスクロールボタン （移動手段）を拡張 して表

示させるだけなので画面構成、ソフ 卜変更に多大な時間と労力をかけること

なく変更可能である。

[0063] 以上のように、本実施形態によれば、試薬管理画面において試薬ディスク

内の試薬設置位置を一覧表示 し、選択された試薬設置位置を拡張表示 し、さ

らに同程度の大きさで表示されたスクロールボタン （移動手段）により容易

に前後の試薬設置位置への移動を可能にすることにより、任意の試薬設置位

置を選択 しゃすくなる。ユーザーが効率よく試薬の情報確認と準備作業を行

うことができるため、操作性が向上 し、さらに測定結果の信頼性が確保でき

る。

[0064] また、本実施形態によれば、従来装置の試薬管理画面の一部に試薬設置位

置を一覧表示させ、選択された設置位置とその前後のスクロールボタン （移

動手段）を拡張 して表示させるだけなので画面構成、 ソ フ ト変更に多大な時

間と労力をかけることなく変更可能である。

符号の説明
[0065] 0 2 -· ·搬送部

0 7 -•·ラック

1 0 8 . 料容

3 0 . 曰式ま谷

3 0 1 · 試薬ディスク

3 0 9 -· ·恒温槽

3 0 4 . 反 1 し、容

3 0 3 -· ·試料分注ピぺッタ

3 0 8 -· ·試料吸引位置



試薬分注 ピぺ ッタ

反応デ ィスク

多波長光度計

アナ ログ/ デジタル コンバ一タ

攪拌装置

制御部

表示部

操作部

A 表示制御部

A 拡張表示制御部

A 2 移動制御部

A 3 試薬状況表示制御部

A 4 連動表示制御部

試薬ポジシ ョン一覧表示部

分析項 目一覧表示部

シ ステ ム試薬表示部

試薬詳細表示部

試薬ポジシ ョンボタン

a , 5 1 2 b ス ク ロール ボ タ ン

拡張表示形態ポジシ ョンボタン

試薬ポジシ ョン番号

試薬状況表示色説明エ リア



請求の範囲

[ 請求項 1] 測定 に必要な複数の試薬容器 を搭載する試薬容器戴置機構 と、

前記試薬容器戴置機構 における試薬設置位置 を一覧表示する表示制

御部 とを有 し、

サ ンプル を自動で分析 して検査項 目の濃度 を求める自動分析装置 に

おいて、

前記表示制御部 は、

前記表示制御部 によ り表示 された試薬設置位置一覧表示か ら、選択

された試薬設置位置 を他の設置位置 とは区別 して拡張 して表示する拡

張表示制御部 と、

前記拡張表示形態 と隣 り合 う試薬設置位置 を選択する移動制御部 と

を備 えることを特徴 とする自動分析装置。

請求項 1 記載の自動分析装置 において、

前記移動制御部 は、前記拡張表示制御部 によって前記試薬設置位置

一覧表示 に拡張表示 された箇所の両側 にスクロールボタンを表示する

とともに、該スクロールボタンを、前記試薬設置位置一覧表示 におい

て表示 される試薬設置位置の表示 よ り拡張 して表示することを特徴 と

する自動分析装置。

請求項 1 記載の自動分析装置 において、

前記表示制御部 は、前記試薬設置位置一覧表示 と、前記試薬容器戴

置機構 に搭載 されている試薬の使用状況 を一覧表示する試薬状況表示

とを同一の操作画面上 に表示することを特徴 とする自動分析装置。

請求項 3 記載の自動分析装置 において、

前記試薬設置位置一覧表示 において、前記選択手段 によ り選択 され

た試薬設置位置 に対応する試薬の使用状況 を、前記試薬状況表示連動

して表示する連動表示制御部 を備 えることを特徴 とする自動分析装置



[ 請求項 5 ] 請求項 3 記載の自動分析装置 において、

前記選択手段 によ り選択 された使用状況の試薬 に対応する試薬の設

置位置 を前記試薬設置位置一覧表示 において連動 して表示する連動表

示制御部 を備 えることを特徴 とする自動分析装置。

[ 請求項 6 ] 測定に必要な複数の試薬容器 を搭載する試薬容器戴置機構 と、

前記試薬容器戴置機構 における試薬設置位置 を一覧表示する表示制

御部 とを有 し、

サ ンプル を自動で分析 して検査項 目の濃度 を求める自動分析装置 に

おいて、

前記表示制御部 は、

前記表制御部 によ り表示 された試薬設置位置一覧表示か ら、前記選

択手段 によ り選択 された少な くとも 1 つ以上の試薬設置位置 を他の設

置位置 とは区別 して拡張 して表示する拡張表示制御部 を備 え、

該拡張表示制御部 は、選択 された試薬設置位置 と関連する他の試薬

設置位置 も同様 に拡張 して表示することを特徴 とする自動分析装置。
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